
令和 7年度 みんなdeスポーツ推進委員会 

（千葉県立東金特別支援学校） 地域とのつながりから生じたスポーツ的な活動の好事例 

・名称       児童生徒のパラスポ推進隊によるパラスポキャラバン 

・期間・期日    ①令和７年 ６月２９日（日） 東金市嶺南地区健康フェスタ 

          ②令和７年１０月 ５日（日） 千葉県パラアスリート等学校訪問事業 

          ③令和７年１０月１２日（日） 東金スポーツフェスタ 2025 

・連携相手の名称  ➀東金市嶺南地区社会福祉協議会 

②東金市源地区社会福祉協議会 

③東金市、東金市教育委員会 

・校内での窓口   学習指導部 パラスポーツ推進教育係（小２名 中１名 高２名） 

（担当部署 担当学部等） 

・実施場所     東金アリーナ ※①②③すべて 

・活動内容     ①健康フェスタのボッチャ体験コーナーをパラスポ推進隊が運営。ボッチ 

ャ競技の紹介と児童生徒による試合運営。 

          ②「千葉県パラアスリート等学校訪問事業」を源地区社会福祉協議会と連

携して実施。当日、前半はパラスポ推進隊によるボッチャ競技の紹介と

試合運営。後半は、パラアスリートによる講演とボッチャ体験。    

          ③①と同様に、スポーツフェスタのボッチャ体験コーナーをパラスポ推進 

隊が運営。ボッチャ競技の紹介と児童生徒による試合運営。 

・良かった点    〇地域の方と汗をかきながら一緒に競技を行い、楽しさや小さな感動を共

有することで、地域のパラスポーツ（ボッチャ）振興や真の障害者理解

の機会となっていること。 

          〇児童生徒が地域の方へボッチャ競技の説明や試合運営を行うことで、

「自分にもできる」（自己効力感）・「人の役に立っている」（自己有用

感）の向上や自信につながっていること。（①②③共通）           

・反省点 課題等  〇パラスポ推進隊の活動を全校児童生徒の活動としてどのように広げてい

くか。 

          〇休日の活動に係る教職員の働き方改革の視点での業務改善        

・今後の見通し   〇毎週月曜５校時、全校児童生徒縦割りで行う特別活動の内容の工夫 

〇パラスポ推進隊による活動内容の精選 

・活動状況がわかる資料など（写真等可能な範囲で） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①嶺南地区健康フェスタ 

（地域の方へボッチャ競技の紹介） 

 

 

 

 

 

 

 

 

③東金スポーツフェスタ 

（ボッチャ体験コーナーの運営） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②パラアスリート等学校訪問事業 

（パラアスリートとの交流） 


